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２００２／０６／２８ 

８ＧＨｚ冷却両偏波受信機の設置について 

藤沢健太（山口大学） 
 
１．はじめに 
 ６月２４日から２７日にかけて、山口３２ｍ電波望遠鏡に８ＧＨｚ冷却両偏波受信機を

設置する作業が行われた。作業と設置後の状況について報告する。 
 
２．作業概要 
作業日時 ６月２４日（月）ＡＭ９：００から６月２８日（金）まで（実際には作業が

早く終了したため、２７日まで） 
作業内容 受信機取付、ケーブル敷設、ラック設置、受信機冷却時のＮＦデータ取り、

フィードと受信機の１ＣＨを同軸ケーブルで接続（導波管の接続は今回設置

後に採寸し製作して８月末に取付を予定） 
作業者名 牛山長雄、中谷龍司、木阪学、下村広幸（日本通信機）レンタカーで来所 

 
今回の作業に合わせて、電波天文観測システム用電源工事（東進エンジニアリング）を行

った。受信機の冷却用にガスヘリウム・コンプレッサ（電源＝２００Ｖ）が用いられ、ま

た受信機のモニタなど各種機器が搬入されるので、電源環境整備と安全を目的としたもの

である。東進エンジニアリングは受信機を設置する台の取り付けやヘリウム配管、信号線

等の敷設も行った。 
 
３．作業 
３．１ ２４日（月） 
 現地入り、日通機、東進と挨拶。作業場所の整理と段取りの打合せを行う。作業は、電

源工事、天文台分電盤（２１日に取り付け完了している）への配線、観測装置ラックの設

置、受信機台の取り付けである。作業は順調に行われた。 
 
３．２ ２５日（火） 
 受信機の設置、ヘリウムホース、ケーブル等の敷設。方位角の回転に伴ってケーブルと

受信機が干渉しないことを確認した。 
 
３．３ ２６日（水） 
 ケーブルの敷設を継続し、完了。受信機の冷却を開始。１７時前に１４Ｋに達した。そ

のまま一晩放置。牛山さん、中谷さんはこの日まで。 
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３．４ ２７日（木） 
 ＮＦ、ゲイン測定。工場試験の成績をほぼ再現した（受信機雑音温度が向上し堅持より

多少よかったとのこと）。午前中に作業が終了したため、午後は荷物を搬出、部屋の片付け

を行って作業完了。 
 
４．作業状況及び設置品の写真 

（左）設置中の天文台分電盤：商用電

源１００Ｖ４系統（２個のラックへ１

本ずつ、残りの２本はコンセントにし

て部屋のなかに配置）、２００Ｖ単相

１系統（コンプレッサ用） 
 
 
（下）ラックの設置作業中：日本通信

機の下村さんと木阪さん 

 
 

（左） 
ケーブルの位置を変更：受信機に干渉し

ないよう、アンテナへつながるケーブル

の配置を変更した。 
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（左）受信機を設置する

台：トンネル内壁にボル

トを打ち、Ｌ型の台を設

置した。台の上部に乗っ

ている板は受信機と同じ

サイズの位置決用テンプ

レートで、後で外した。 
 
 
 
 
 
 

 
（左）今回設置した受信

機：下の白枠は部屋内に置

くための台、上部には吊り

下げるための取っ手が着い

ている。これらは設置時に

は取り外す。 
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（左）受信機を台に載せた状態：台と受

信機ははしごの反対側の壁に設置された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（左）踏み台：受信機関

係の作業をする際に梯子

を使わなくても立ってい

られるよう、ケーブル巻

き取り用のリングに踏み

台を乗せた。これは今後

も常設する。 
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（左）ケーブル敷設作業

中：８ＧＨｚＲＦの信号

線がやや長くなるが、作

業者に干渉しないよう上

部の枠に沿わせる形とし

た。 
 
 
 
 
 
 
 

 
（左）ケーブル敷設後のラック背面：緑

色の線が信号線及び電源線。人が入って

作業できるよう、壁から５０ｃｍの余裕

を持たせた。 
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設置完了したコンプレッサ：今後は連続運転する。定常時の圧力は約２９０ＰＳＩ。やや

騒音を出すが、気になるほどではない。脚立（固定）の下にあるため、ホースを踏んだり

しないよう注意が必要。 
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完成したラック：奥の最上段から受信機モニタ（温度・圧力）、汎用の台（スペアナを設置）、

Ｋ－４ビデオコンバータ。手前の上段から６．７ＧＨｚダウンコンバータ、８ＧＨｚダウ

ンコンバータ。その下は大きくあいている。奥は機器を止める穴のピッチがＪＩＳ（ＥＩ

Ｊ）規格、手前はインチになっている。今後、手前もＪＩＳに変更する予定。 
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完成した分電盤：１００Ｖは１５Ａ×４系統もあり、当面はこれでまかなえるものと考え

ている。 
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設置完了した８ＧＨｚ冷却両偏波受信機：給電部と接続する導波管は特注で、８月末に設

置予定（今回採寸した）。現在はＲＨＣＰ側に同軸導波管変換器を取り付け、同軸ケーブル

で伝送している。ヘリウム配管、信号・電源線がトンネルを横断しているので、給電部交

換はかなり大変な作業になる事が予想される。 
 
 
 
 
 
 

＝＝以上＝＝ 


